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修学旅行に行ってきました！

スポーツ局主催
八戸学院スポーツチャレンジ・
スポーツクリニック2024
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万引き防止標語最優秀賞受賞 【12/3】

八戸学院 NEWS〈CLOSE UP ！〉

八戸学院大学次期学長に就任予定の小林眞理事長補佐の挨拶

法官新一理事長の年頭の挨拶

乾杯は短期大学部父母の会会長・光星高校 PTA 会長の西塚敏幸様 中島美華客員教授による歌い初め

表紙
　八戸学院聖アンナ幼稚園のお餅
つき。子どもたちの「よいしょ！」
の掛け声に合わせて、お餅をつきま
した。幼稚園の行事には保護者が
積極的に参加しています。
（17ページに関連記事）

　本校では毎年、八戸警察署主催の万引き防止標語・ポスターの募集に
対し、生徒達の作品を応募しています。今年度は、普通科特別進学コース
１年生の兼田萌生さんの作品「万引きで 盗ったつもりが 撮られてる」が
万引き防止標語＜高校生の部＞において
最優秀賞を受賞し、表彰式で八戸警察署
長より賞状をいただきました。受賞した
作品は八戸署管内の商業施設や学校に配布
され、万引き防止啓発に役立てられること
になっています。昨今、犯罪の低年齢化
が社会問題となっており、八戸警察署管内
においては近年、児童・生徒の万引きに
よる補導件数が増えているとの報告があり
ます。兼田さんの作品が多くの人たちの
目に留まり、万引き防止の大きな力になる
ことを願っています。

令和７年「八戸学院新年の集い」を開催 ［1/5］
令和７年１月５日（日）八戸プラザホテル アーバンホール

　

法
人
の
恒
例
行
事
で
あ
る「
八
戸
学
院
新
年

の
集
い
」が
、
本
学
院
の
関
係
者
２
４
０
名
の

参
加
を
得
て
、今
年
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
官
新
一
理
事
長
の
年
頭
の
挨
拶
に
続
き
、

八
戸
学
院
大
学
な
ら
び
に
八
戸
学
院
大
学
短

期
大
学
部
の
次
期
学
長
就
任
予
定
者
の
紹
介
、

そ
し
て
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
で
あ
り
、
短
期
大
学
部

幼
児
保
育
学
科
の
中
島
美
華
客
員
教
授
に
よ

る
歌
い
初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
新
年
の
集
い
」は
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で

の
関
係
者
が
一
同
に
会
し
て
行
う
行
事
で
あ

り
、
新
年
を
迎
え
た
こ
と
を
一
緒
に
祝
い
な
が

ら
、楽
し
く
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 光星高
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　光星高校は、「広島・関西方面」「韓国方面」「沖縄方面」の３方面に分かれて実施しました。
　総勢227名の大世帯で移動した「広島・関西方面」では、広島平和教育や京都での文化体験を行いました。「韓国方面」は、当初予
定していた日にソウル市内が記録的大雪（117年ぶり）で飛行機が欠航になりましたが、旅行会社の協力により２日後に日程を組み
直して出発することができました。ソウル市内の自主研修では、地元大学生が同行してくれたこともあり明洞や聖水など多くの
場所を巡ることができました。「沖縄方面」では、普通科スポーツ科学コースの生徒がスキューバダイビング体験（ライセンス取得
プログラム）や平和学習を行いました。
　準備に多くの時間を費やしてきた生徒たちは、たくさんの思い出を仲間と共有して楽しみ、大きな怪我も無く全員無事に帰って
きました。

　野辺地西高校は、関西方面への修学旅行
を実施しました。関西地方ならではの街並み
や文化、世界遺産に触れながら、関西らしさ
を思う存分味わい、高校生活の楽しい思い出
の一ページを彩ることができました。

　
普
通
科
ス
ポ
ー
ツ
科
学
コ
ー

ス
の
修
学
旅
行
で
は
、ス
キ
ュ
ー

バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
体
験
を
実
施
し
、

ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
て
い
る
。

　
恩
納
村
に
あ
る
ピ
ン
ク
マ
ー

リ
ン
ク
ラ
ブ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
親
切
・
丁
寧
な
指

導
の
も
と
、２
日
間
の
実
技
・
学

科
講
習
を
行
い
、49
名
が
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
た
。

　
実
習
中
は
、
一
つ
の
ミ
ス
が
死
に
も
繋
が
る
こ
と

を
理
解
す
る
と
足
が
す
く
ん
だ
。
恐
怖
に
勇
気
で
立

ち
向
か
っ
た
先
に
感
動
が
待
っ
て
い
た
。

　
実
習
を
終
え
た
生
徒
の
表
情
に
は
、
達
成
感
と
充

実
感
が
満
ち
溢
れ
た
。
海
底
に
広
が
る
珊
瑚
の
絨
毯
、

自
分
た
ち
を
歓
迎
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
寄
っ
て
来

て
く
れ
る
熱
帯
魚
、
海
底
か
ら
眺
め
た
太
陽
の
光…

。

感
動
の
先
に
感
じ
た
達
成
感
と
感
謝
の
気
持
ち
。
こ

の
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
生
徒
た
ち
の
世
界
観
が
変
わ
り
、

さ
ら
な
る
成
長
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

光
星
高
校
普
通
科
ス
ポ
ー
ツ
科
学
コ
ー
ス

高校生活で最も楽しみにしていた 修学旅行に行ってきました！
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研究室研究室
訪問訪問

す
る
こ
と
で
様
々
な
遊
び
を
行
い
、結
果
と
し

て
多
様
な
動
き
を
経
験
し
、そ
れ
ら
を
獲
得
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、「
発
達
の
特
性
に
応
じ
た
遊
び

を
提
供
す
る
こ
と
」で
す
。
幼
児
に
体
を
動
か

す
遊
び
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、発
達
の
特
性

に
応
じ
て
行
う
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

幼
児
は
一
般
的
に
、そ
の
時
期
に
発
達
し
て
い

く
身
体
の
諸
機
能
を
い
っ
ぱ
い
使
っ
て
動
こ

う
と
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、発
達
の
特
性
に
応

じ
た
遊
び
を
す
る
こ
と
で
、そ
の
機
能
を
無
理

な
く
十
分
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
さ
ら
に
発
達
が
促
進
さ
れ
、自
然
に
動

き
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
、怪
我
の
予
防
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

幼
児
期
の
運
動
は
、生
涯
に
わ
た
る
基
盤
を

育
成
す
る
重
要
な
時
期
に
な
り
ま
す
。
子
ど

も
の
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
は
、保
育
者
と

し
て
活
躍
す
る
学
生
た
ち
の
育
成
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

□
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
の
紹
介

　

私
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
大
き
な
円
形
の
布

を
持
ち
、
曲
に
合
わ
せ
て
技
を
繰
り
広
げ
る
パ

ラ
バ
ル
ー
ン
創
作
や
運
動
あ
そ
び
を
実
践
し
、

お
便
り
に
ま
と
め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
で
は
、
幼
児
期
に
大
切
な
多
様

な
動
き
を
考
慮
し
た
運
動
あ
そ
び
技
法
を
習

得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
忙
し

く
働
く
保
護
者
が
増
え
、
子
ど
も
た
ち
は
多
く

の
時
間
を
幼
稚
園
や
保
育
園
で
過
ご
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
の
運
動
あ
そ
び
時
間
は
、
幼
児

期
の
体
力
・
運
動
能
力
向
上
に
と
っ
て
と
て
も

大
切
な
時
間
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
外
部
の
活

動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
八
戸
学
院

幼
稚
園
、
第
二
し
の
の
め
幼
稚
園
、
青
森
県
内

の
保
育
園
で
の
体
力
・
運
動
能
力
測
定
や
、
学

生
ま
ち
づ
く
り
助
成
金
を
活
用
し
、
本
学
の
介

護
福
祉
学
科
の
小
川
ゼ
ミ
と
合
同
で
行
う「
み

ん
な
で
あ
ん
べ
！
体
操
教
室
」を
開
催
し
て
い

□
幼
児
期
の
運
動
の
大
切
さ

　

幼
児
期
は
、生
涯
に
わ
た
る
運
動
全
般
の
基

本
的
な
動
き
を
身
に
つ
け
や
す
い
時
期
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
体
を
動
か
す
遊
び
を
通
し
て

動
き
が
多
様
に
獲
得
さ
れ
る
と
と
も
に
、動
き

を
繰
り
返
し
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
動
き

の
洗
練
化
も
図
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、幼
児
期
の

運
動
や
運
動
遊
び
の
経
験
が
学
童
期
の
生
活

状
況
や
健
康
面
で
良
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
と
報
告
す
る
研
究
も
あ
り
、幼
児
期
の
遊
び

の
伴
う
身
体
活
動
が
多
方
面
に
わ
た
っ
て
重

要
な
要
素
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
は
、２
０
１
２
年
３
月
に
幼
児

の
体
力
や
運
動
能
力
、
生
活
習
慣
、
行
動
に
関

す
る
調
査
研
究
や
モ
デ
ル
と
な
る
実
践
活
動

を
も
と
に
、幼
児
期
の
運
動
の
大
切
さ
に
つ
い

て
の
認
識
を
高
め
る
目
的
と
し
て「
幼
児
期
運

動
指
針
」を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の「
幼
児
期

運
動
指
針
」で
は
、
１
日
の
生
活
全
体
の
身
体

活
動
を「
毎
日
、
合
計
60
分
以
上
、
楽
し
く
体

を
動
か
す
」こ
と
が
望
ま
し
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、３
つ
の
ポ

イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、「
多
様
な
動
き
が
経
験
で
き
る

よ
う
に
様
々
な
遊
び
を
取
り
入
れ
る
こ
と
」で

す
。
幼
児
期
は
、運
動
機
能
が
急
速
に
発
達
し
、

体
の
基
本
的
な
動
き
を
身
に
つ
け
や
す
い
時

期
で
す
。
こ
の
時
期
に
、多
様
な
運
動
刺
激
を

与
え
る
こ
と
で
、様
々
な
運
動
発
達
を
促
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、幼
児
が
自

発
的
に
様
々
な
遊
び
を
体
験
し
、幅
広
い
動
き

を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
幼
児
に
と
っ
て
の
遊
び
は
、特
定
の
運
動

の
み
を
続
け
る
こ
と
よ
り
も
、動
き
の
多
様
性

が
あ
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、「
楽
し
く
体
を
動
か
す
時
間
を

確
保
す
る
こ
と
」で
す
。
多
様
な
動
き
の
獲
得

の
た
め
に
は
、量（
時
間
）的
な
保
障
も
大
切
で

す
。
一
般
的
に
幼
児
は
、興
味
を
持
っ
た
遊
び

に
熱
中
し
て
取
り
組
み
ま
す
が
、他
の
遊
び
に

興
味
を
も
つ
と
、遊
び
を
次
々
に
変
え
て
い
き

ま
す
。
そ
の
た
め
、あ
る
程
度
の
時
間
を
確
保

ゼミナール活動（パラバルーン）

「みんなであんべ！体操教室」

八戸学院幼稚園での体力・運動能力測定

ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
で
は
、
実
際
に
子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
の
方
、
先
生
方
と
触
れ
合
う
こ

と
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
か
、
問
題
点
や
課
題
を
見
つ
け
る
こ
と
を
意

識
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
在
籍
し
て

い
る
学
生
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
高
校
生
活
を

送
っ
て
お
り
、
外
部
で
の
活
動
が
制
限
さ
れ
て

き
た
中
で
進
学
を
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
、
指

導
者
と
し
て
の
関
わ
り
に
悩
み
な
が
ら
接
す

る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
回
数
を
重
ね
る
に
つ

れ
て
、
堂
々
と
自
信
を
も
っ
て
子
ど
も
た
ち
と

関
わ
る
姿
を
見
る
と
と
て
も
頼
も
し
く
、
外
部

で
の
活
動
を
行
う
重
要
性
を
感
じ
ま
す
。

　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
通
し
て
、
学
生
た
ち
に
大
切

に
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
、
自
分
自
身
が
楽
し
む

こ
と
で
す
。
運
動
は
、
継
続
し
な
け
れ
ば
結
果

を
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
幼
児

期
の
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
大
会
で

活
躍
し
た
い
と
考
え
る
競
技
者
も
、
健
康
に
な

り
た
い
と
運
動
を
行
う
人
す
べ
て
の
方
に
当

て
は
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、「
内
発
的
動
機
付

け
」も
大
切
で
す
。「
楽
し
い
！
」や「
も
っ
と
や

八戸学院大学短期大学部
幼児保育学科

講師　本 吉 　 好

日本体育大学大学院体育科学研究科
体育科学専攻／修士（体育科学）

2018年　八戸学院大学短期大学部
　　　　　幼児保育学科に勤務

専門分野　健康・スポーツ科学
担当科目　体育実技、体育概論、
　　　　　幼児と健康、総合表現、
　　　　　保育実習指導Ⅰ、
　　　　　ゼミナール

脱短命県のための取り組み

り
た
い
！
」と
い
っ
た
気
持
ち
が
、
運
動
を
継

続
す
る
上
で
は
非
常
に
大
切
な
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
先
生
方
が
積
極
的
に
楽
し

む
姿
を
見
て
活
動
に
興
味
を
も
ち
ま
す
。
ぜ

ひ
、
学
生
た
ち
が
保
育
者
と
な
っ
た
際
に
、
子

ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
保
育
者
自
身
も
楽
し

い
と
思
う
運
動
あ
そ
び
を
取
り
入
れ
て
も
ら

う
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。
幼
稚
園
や
保
育

園
で
の
運
動
あ
そ
び
が
、
青
森
県
は
も
ち
ろ
ん
、

全
国
の
子
ど
も
た
ち
の
体
力
・
運
動
能
力
の
向

上
に
向
け
た
大
切
な
一
歩
だ
と
考
え
ま
す
。

□「
脱
短
命
県
」の
一
助
と
な
る
活
動
の
た
め
に

　

私
が
青
森
県
八
戸
市
に
移
住
し
て
8
年
が
経

ち
ま
し
た
。
体
育
を
指
導
す
る
指
導
者
と
し
て
、

青
森
県
で
育
児
を
す
る
母
親
と
し
て
、
青
森
県

の
短
命
県
は
、
と
て
も
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
研
究
活
動
は
、
幼
児
期
の
体
力
・
運

動
能
力
で
す
が
、
今
課
題
と
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
は
、学
生
の
体
力
・
運
動
能
力
の
低
下
で
す
。

大
学
生
に
な
る
と
、
多
く
の
学
生
は
部
活
動
を

辞
め
、
車
で
の
移
動
と
な
り
、
体
を
動
か
す
の

は
体
育
の
授
業
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
す
。
前
述
し
た
通
り
、
運
動
は
継
続
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
週
に
１
度
の
体
育
の
授

業
を
行
う
だ
け
で
は
、
体
力
は
低
下
す
る
一
方

で
す
。
こ
れ
で
は
、
保
育
者
に
な
っ
た
際
に
、

子
ど
も
た
ち
に
負
け
な
い
体
力
を
維
持
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
、
中
学
校
よ
り
卓
球

を
続
け
、
今
は
、
選
手
と
指
導
者
を
兼
任
し
て

い
ま
す
。
短
大
で
は
、
４
年
前
か
ら
卓
球
サ
ー

ク
ル
を
立
ち
上
げ
、
昨
年
度
か
ら
は
、
日
本
学

生
卓
球
連
盟
に
登
録
し
、
学
生
た
ち
が
東
北
の

大
学
生
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
卓
球
に
打
ち
込

ん
で
い
ま
す
。
現
在
の
学
生
た
ち
は
、
高
校
生

ま
で
部
活
動
に
所
属
し
、
県
大
会
上
位
を
目
指

し
て
い
た
学
生
ば
か
り
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
に

所
属
し
て
い
た
学
生
の
中
に
は
、
中
学
校
の
時

に
や
っ
て
い
た
学
生
や
卓
球
に
興
味
が
あ
っ
た

か
ら
や
っ
て
み
た
か
っ
た
と
い
う
学
生
が
所
属

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
短
大
の

学
生
ホ
ー
ル
に
は
卓
球
台
が
常
設
さ
れ
て
お
り
、

卓
球
を
気
軽
に
行
え
る
良
い
環
境
が
整
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
後
は
授
業
時
間
だ
け
で
な
く
、

一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
運
動
の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
幼
児
期
は
も
ち
ろ
ん
、
幅
広
い
世

代
へ
の
運
動
継
続
を
促
し
て
い
く
こ
と
が
、
脱

短
命
県
を
実
現
す
る
た
め
の
一
助
と
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
忙
し
い
生
活
を
送
る
中
で
も
、

運
動
が
生
活
の
一
部
と
な
る
よ
う
活
動
を
進
め

て
い
き
た
い
で
す
。

67



ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク

八
戸
学
院

ス
ポ
ー
ツ
局
主
催

　今年度も運動することの
楽しさを体験できるスポーツ
チャレンジと、各種競技の
パフォーマンスの向上を目的
としたスポーツクリニック
が行われ、延べ520名が参加
しました。

2024

　開催日当日の気温が低かったこともあり、八戸学院
室内練習場で行いました。足の運び方や腕の振り方
のほか、スタートダッシュについて指導し、最後の鬼
ごっこでは、仮装をして追いかけた大学生から逃げ
回り、会場が大いに盛り上がりました。

ボルダリング教室

サッカークリニック

野球クリニック

かけっこ教室

　今年度は新たにラグビー
（タグラグビー）教室を開催
しました。ラグビー未経験の
子どもたちでしたが、大学生
からパスの仕方やラグビー
独特のフェイントなどを教
わると、「できた！」といった
声が聞こえ、会場に笑顔が
あふれていました。

ラグビー（タグラグビー）教室

陸上競技クリニック

　八戸学院トレーニングセンター
にあるボルダリングウォールを使
用して基礎的な動きを体験できる
ボルダリング教室です。初挑戦の
参加者は緊張気味の様子でした
が、最後に行われた「じゃんけん
ゲーム」では、見違えるほど上達し
ていました。

　八戸学院人工芝グラウンド（雨天時は八戸学院室内練習場）で行わ
れたサッカークリニックは、大学の指導者や学生が担当しました。
今年度からボディーコーディネーション、ドリブル、パス、シュートなど、
開催日ごとにテーマを決めて指導しました。

　八戸学院大学野球場や八戸学院室内練習場を会場に行われた野球クリニックは、大学の
指導者や30名を超える学生たちが指導を担当しました。今年度からスローイング、
バッティング、捕球など、開催日ごとにテーマを決めて指導しました。

　八戸学院室内練習場で行われた陸上競技クリニックでは、大学の
指導者や学生が専門種目に分かれ、それぞれの種目に特化した基礎
練習や冬場のトレーニング方法などを指導しました。

89



　美味しい刺身はいかがですか？あつあつラーメンは？日本のカレーライスは？
おやつのカールはどうですか？すみません、ちょっと食べられないのですが…

　忘年会や新年会等のイベントで私と同じテーブルに座ったことがある方は、他の先生方
やスタッフと違って、私はいつも皆さんとは別の食事を用意して頂いていることにお気づき
かと思います。 皆さんが同じものを食べているときに、私のために特別な食事を用意して
頂くのは少し恥ずかしいですが、こうしたイベントで私が食べられる食事を用意して
くれるようにお願いする大学のスタッフにいつもとても感謝しています。私はベジタリアン、
もっと正確に言えば卵乳菜食主義者なので、肉は一切食べませんが、卵や乳製品は食べ
られます。多くのアメリカ人にとって「肉」とは、牛肉、豚肉、鶏肉、魚、その他の魚介
類を含むあらゆる動物の肉と定義されています。つまり、肉由来の香料やエキス、魚や
だし、エビ、貝類が原料に含まれているものは、たとえ少量であっても食べられないと
いうことです。
　今回は、海外ではベジタリアン等の食事制限が一般的である食文化の違いをお話します。
ベジタリアンと伝えると戸惑う方がいらっしゃいますが、2020年の東京オリンピック
から、「all plant-based」という表示がある食べ物が日本でも増えてきたように思います。
これは、この食品がすべて植物性由来からきているという意味です。特に最近はインバ
ウンドで海外から多くの観光客が訪れるようになり、取り扱うお店が増えています。
　ベジタリアンである理由はさまざまで、宗教的、文化的信念、動物の福祉や苦しみに
関する道徳的懸念、家畜へのホルモンや抗生物質の使用による健康への悪影響、肉の生産
における環境資源の過剰かつ非効率的な使用、乱獲を含む大規模な肉の生産の環境持続
可能性に関する問題などがあります。その他の理由としては、アレルギー、心臓病、がん、
その他の病気の予防、寿命の延長、減量など、科学的に裏付けられた健康上の利点が挙げ
られます。
　私は、大規模な肉生産「工場式農場」で多くの動物の苦しみや非人道的な状況、および
これらの農場が環境に及ぼす悪影響について知った後、2010年にベジタリアンになり
ました。もちろん、すべての肉がそのような場所から来ているわけではありませんが、
特定の肉の履歴を確認するのは非常に難しいため、私はその肉を食べるのを完全にやめる
ことに決めました。ですから、私の選択は道徳的な選択だと言えます。

植物由来ソーセージを含むベジタリアン用クリスマスディナー 八戸学院大学短期大学部インドネシア留学生とのハラル料理教室ベジタリアンランチ ブラジル発祥のデザート「アサイーボウル」

Pennsylvania,USA出身
在日29年目
八戸学院大学地域経営学部
地域経営学科 教授

グレゴリー・アンソニー

【人口の10％以上がベジタリアン!?】
　アメリカ人の約5％がベジタリアンまたはビーガン（動物、魚、乳製品、卵、蜂蜜などの他の動物性食品を一切摂取しない）で
あると報告されています。メキシコ、ブラジル、中国、台湾、オーストラリア、スウェーデンなど、人口の10％以上がベジタリアン
であると報告している国は多く、インドは最も多く20～40％（インドの人口14億3千万人のうち）がベジタリアンであると報告
されています。したがって、世界的に見て、それは小さな数字ではありません。
　有名なベジタリアンやビーガンには、レオナルド・ダ・ヴィンチ、マハトマ・ガンジー、ニコラ・テスラ、トーマス・エジソン、
アルバート・アインシュタイン、ポール・マッカートニー、アリアナ・グランデ、ブラッド・ピットがいます。
　驚くべきことに、日本でも人口の約9%がベジタリアンであると報告されていますが、私はここに住んで30年近くになりますが、
日本人の卵乳菜食主義者に会ったことはありません。これは、西洋諸国とアジア諸国におけるベジタリアンの定義の違いに
よるものと思われます。特に、日本人は牛肉、豚肉、鶏肉を避けているだけで、何らかの形で魚介類を食べている場合でも、
ベジタリアンであると自称することがあります。興味深いことに、日本は仏教と神道の宗教により、18世紀以前は主にベジタリアン
文化であったと言われています。
　もちろん、ベジタリアンは世界中の多くの国で一般的であるため、ほとんどのレストランやスーパーマーケットでベジタリアン
用の食材や食事がかなり多くあります。しかし、日本には「精進料理」というベジタリアンの歴史があるにもかかわらず、現代
の日本でベジタリアンであることは大きな課題です。多くの日本料理やスナックには魚介類や肉のエキスが使われています。
ラーメンのスープ、日本のカレールウ、パン、せんべい、そしてポテトチップス「おやつのカール」等のスナックまでにも肉や
魚介類の調味料が使われています。「うま味成分」で欠かせない味だと思いますが、スーパーで原材料ラベルを読むのが私の
趣味になりました。
　多くの日本の方が興味を持って、私の食事はどんなものか、肉や魚介類なしでどうやって生きていけるのかについてよく尋ねて
きます。確かに、ほとんどの日本のレストラン、特に東北では、メニューの選択肢が非常に限られています。地元八戸には、
ベジタリアン料理を常にいくつか用意してくれる頼りになるレストランが数軒あります。また、事前に連絡すれば、私のために
特注の料理を用意してくれるレストランもあります。しかし、一般的には、自宅で生の食材を使い自分で食事を作る方が簡単です。

【ベジタリアン料理】
　時間はかかりますが、ほとんどの食事を自分で作る利点は、栄養や健康全般について多くのことを学んだと感じられること
です。自分の体に入れているものは価値がある？悪影響ある？との知識が高まったと思います。ベジタリアン料理は、肉がない
だけでは健康的とは言えません。肉には通常、タンパク質、クレアチン、オメガ3などの脂肪酸、鉄分、ビタミンB12が豊富に
含まれているため、代わりにベジタリアンの食事では、これらの必須栄養素の植物由来の供給源に加えて、卵、乳製品、ナッツ、
健康的な脂肪、ビタミンサプリメント等を考慮する必要があります。妻はベジタリアンではありませんが、私の食事制限をサポート
してくれて、ヘルシーなplant-basedの食事やスイーツも扱うお店、「ハレレア八戸」を城下にオープンしました。
　私は食事の選択において健康に気を配るようにしていますが、ベジタリアンであるだけでは健康的な食事とは言えません。
私はパン、パスタ、ピザ、スナック菓子がとても好きで、炭水化物に偏ってしまうときもあります！
　外国人観光客が増え、日本に住む外国人が増えるにつれ、ベジタリアン料理の選択肢を増やすだけでなく、他の文化的な食事
制限がある人向けの食事の選択肢も求める声が高まっています。八戸学院大学にも、豚肉とアルコールは制限するが魚介類は
制限しないハラール食を実践しているインドネシア人留学生が数名います。ハラールでは牛肉と鶏肉は許可されていますが、
これらの肉は特別な方法で調理され、ハラール認証を受ける必要があります。これらの学生が地元の業務スーパーで自分に合った
ハラール食品を見つけることができると聞いてうれしく思いました。
　日本には長い料理の歴史があり、世界中で有名な素晴らしい料理がたくさんあります。日本が国際的にアクセスしやすくなり、
外国人観光客や居住者が年々増えるにつれて、食べ物の制限に関する文化の違いに対する認識も高まると確信しています。
そして、おいしい日本料理のベジタリアンバージョンがもっと増えて、すべての人が楽しめるようになることを願っています。

海外
事情
海外
事情
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八戸学院 TOPICS八戸学院 TOPICS

　人間健康学科の大木ゼミの３年生は、八戸市より「学生まちづくり助成
金」をいただき、五戸町で福祉のまちづくり活動に取り組みました。
　学生は、「五戸まちづくりワールドカフェ」という対話の場への参加や、
アンケート調査等を通して、「支援される側」と思われがちなシニア世代や
障害のある人々が、地域の担い手になっていることに気づきました。
　フィールドワークから得た気づきをふまえて、12月14日（土）に「『協・共・
教・郷』～五戸町におけるシニアの方々のまちづくり活動と障がいのある
方の社会参加～」を開催しました。参加者の方々は、まちづくりに可能な
限り取り組みたい、福祉課題を解決する手がかりにしたいといった思いを
もたれ、イベントの手応えを実感しました。

　幼児保育学科１年生が、ポータルミュージアムはっちにて、『はっちdeクリスマスコンサート』を開催しました。
　第１部は、ハンドチャイムによる「きよしこの夜」や聖劇より「世界ではじめのクリスマス」「私をお使いください」、オラトリオ

『メサイア』より「Hallelujah」を合唱し、「リトミックでクリスマスケーキ作り」やクリスマスの手遊び、学生の編曲による「クリス
マスソングメドレー」、絵本の読み聞かせなど、多彩なプログラムで会場を盛り上げました。
　第２部は、読み聞かせサークルによるパネルシアター「すてきなぼうしやさん」、ダンスサークルによる創作ダンス、最後はク
リスマスキャロルをイングリッシュハンドベルで演奏し、１年間の保育の学びの成果を発表しました。

　地域経営学科の井上ゼミが２年前に八
戸市農業経営振興センターとの共同研究
として開発した「はちがくスムージー」は、
規格外農作物の有効活用というSDGsの
視点で、地元産のりんごとトマトを活用
して販売しました。今年度は経済的な成
果も目指すという方針から、中心街活性
化につながるイベントを企画。トマトを
生産している環境緑花工業株式会社から
ブロッコリースプラウトも提供いただき、
より健康的な「はちがくスムージー neo」として、10月にはちのへホコテンで、12月は独自にはっ
ちで販売しました。予定数を完売しただけでなく、マーケティング、広報活動、購入者からのア
ンケート調査等を通じて、地元農業による地域活性という一定の成果を導きました。

　スピードスケートのリレー競技はダブルトラックで行われ、１走から４走までバトンを繋ぎます。第 97回日本学生氷上競技選手
権大会では、スピードスケート部が発足後初の３位表彰台に立つことができました。リレー競技はチーム力が大切な競技です。私
たちは日頃の練習から声をかけあい、切磋琢磨する中でチーム力を高めてきました。リレーの練習は限られた時間の中で行いまし

たが、修正と話し合いを重ね、この
ような結果を残すことができまし
た。たくさん応援してくださった
皆様と熱心に指導してくださった
監督、共に高めあったチームのみん
なに感謝の気持ちを持ちながら、今
後も練習に励んでいきます。
スケート部女子スピードスケート部門

キャプテン　渡邊咲良

　カトリック八戸塩町教会からカストロベルデ・パトリック神父を招き、図書館チャ
ペルで待降節ミサが挙行されました。テーマは、「学者たちはその星を見て喜びにあ
ふれた」。マタイ福音書のイエス誕生の場面で３人の博士たちを導いたとされる「ベ
ツレヘムの星」から取りました。全学の多くの先生方にお越しいただき、また学生た
ちも誘い合って参加、チャペルはほぼ満員になりました。
　この時期に学内で行うミサとしては３回目となる今
回は、シングソング・クワイヤーによる聖歌隊に加え、
ポスターと式次第準備にあたった聖書研究会が運営を
主導し、吹奏楽団のフルート奏者２名が音楽奉仕で花
を添えました。また、各学科の代表が自分の言葉で祈
りを献げ、学生が中心となるミサとなりました。
　建学の精神と本学の一致を体現する行事として、今
後、他のクリスマスイベントとも連携して冬の美保野
キャンパスを盛り上げる行事になればと思います。

学生まちづくり活動はっちdeクリスマスコンサートを開催しました 【12/21】

はちがくスムージーneoについて

インカレ出場　女子2000ｍリレーで３位！ 【1/7】

クリスマスを待ち望む待降節ミサ 【12/13】
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。
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績
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上
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し
ま
す
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八戸学院 TOPICS八戸学院 TOPICS

光星高

光星高

光星高

　本校普通科では、「総合的な探究の時間」の３年間の集大成と
して、探究の成果を発表する「HGK Award（アワード）」を開催し
ました。
　今回の発表は3年生の各コースから選ばれた５組６名。生徒そ
れぞれが設定した探究課題（テーマ）について探究活動を行い、
その成果を１・２年生に向けて発表しました。今年度は普通科だ
けでの開催でしたが、次年度は保育福祉科を含めた全学科を対象
として「HGK Award」を開催する予定です。
　本校では、探究活動を生徒の大切な学びの場と位置付け、今後
も総合的な探究の時間の充実に努めてまいります。

３年　山下 奈菜（教養進学系列教養進学系）

　最近、私たちの身近で起こっている闇バイト問題について、わか
りやすく説明をしてもらいました。詳しく知っているようで知らな
い闇バイトの恐ろしさについて知ることができ、スマートフォンの
利用方法や自分自身の生活を見直すきっかけになりました。「私は
大丈夫」と決めつけずに、学び続けながら周囲の人にも闇バイトの
危険性を教えられるような人間になりたいと思いました。

　３年生の「総合的な探究の時間」の総まとめとして、学習成果発表会が開催されました。少人数でのグループワークを通して、
各班の興味・関心に基づいた研究テーマを設定して探究活動を行ってきました。今年度のテーマは、「短命県返上」や「バリアフ
リー」、「経済格差」など、様々なバリエーションがあり、それぞれの班が発表方法を工夫してプレゼンテーションを行いました。
次年度に発表を担当する２年生にとって模範となる素晴らしい発表会となりました。２年生からは、次年度どのようなテーマ
で探究を進めるかについて、先輩のテーマを引き継いでより内容を深めてみたいといった感想が出ていました。

　株式会社明治北日本支社の堰合恵美子氏を講師としてお
迎えし、栄養学に関するセミナーを実施しました。受講し
たスポーツ進学系の生徒たちは、アスリートにとって大切
な栄養学について深く学ぶことができました。大学に進学
し、より深く学びたいといった声も聞かれ、大変有意義なセ
ミナーとなりました。明日からのパフォーマンス向上に活
かしてほしいと思います。

　けいのすけ司法書士事務所の工藤恵之助氏を講師としてお招きし、３年生を対象に高校生法律講座を開講しました。近年、
社会問題となっている「闇バイト」など、法的なトラブルや契約について、高校生にとって身近な事例をわかりやすく解説し
てくださり、今後、進学や就職を控える３年生にとって非常に貴重な機会となりました。工藤先生の熱意溢れる講義と、フレ
ンドリーなお人柄に引き込まれ、あっという間に時間が過ぎていきました。今回の講座を受講し、司法書士という仕事につ
いて興味・関心が高まった生徒も多かったです。

　本校の非行防止JUMPチームは、八戸警察署生活安全課のご指導のもと
生徒会とインターアクトクラブで協働して活動しています。現在、八戸署
管内では少年非行が増加し、非常に憂慮すべき事態となっています。また、
ニュース等で知られている通り、全国的に少年の闇バイトへの加担や性被害
など、SNSを利用した事件やトラブルが増えており、高校生も犯罪やトラブル
に巻き込まれる危険性が高まっています。そこで今回、JUMPチームは八戸署
管内の中学生・高校生の規範意識を高めることを目的に、メッセージカード
を作成しました。これは、八戸署管内全ての中学校や高校に配布されるほか、
地域の方々にも配布されることになっています。カードサイズのため、生徒
手帳に入れるなど、いつでも目に触れることが出来るような形で広く活用
して欲しいと思います。光星高JUMPチームは、今後も、非行・トラブルの
ない明るい学校生活を送ることを呼びかけていきます。

　今年の２月にジャパンカップに出場し、準優勝の成績を収め、２年ぶりに表彰
台に上がることができました。この大会での自己ベストではありましたが、優勝
までもう一歩のところだったので、とても悔しい思いをしました。
　今年度もアジア・アメリカ・ヨーロッパでのワールドカップに出場し、世界ラン
キングでの最高順位は第10位でした。学校をはじめ、周りの人たちからの物心
両面にわたる支援にとても感謝しています。
　今年度の競技を通して、「上位選手との差はものすごく大きかった」ことを痛感
しましたが、そこでの悔しい思いを今につなげられているという実感もあります。
特に昨年12月の「ＴＨＥ １」では、「強い気持ちで登れたことは自分の成長した部
分」だと自信を持つことができました。
　来年度の目標は、今回のワールドカップで達成できなかった決勝進出と世界
年間ランキング10位以内に入ることです。これからも様々な大会で光星高校の
名を全国に発信できるよう、全力で壁に挑んでいきたいと思います。

HGK Awardを開催しました！ 【12/3】

JUMPチームの活動

スポーツクライミング　ボルダー・ジャパンカップ
～東京・駒沢屋内球技場～ 【2/2】

「総合的な探究の時間」学習成果発表会 【12/3】

スポーツ進学系２・３年生向け栄養セミナー 【12/5･6】

県司法書士会による高校生法律講座 【12/10】

野西高

野西高

野西高

準優勝 関川愛音（めろでぃ）　普通科スポーツ科学コース２年　湊中学校出身
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八戸学院３幼稚園
マスコットキャラ

ステラが行く
vol.24  

ス
テ
ラ
・
フ
ォ

ー

カ
ス

　

聖
ア
ン
ナ
幼
稚
園
は
、今
年
度“
E
C
E
Q
R

（
イ
ー
セ
ッ
ク
）”
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
“
E
C
E
Q
R”と
はE

arly C
hildhood

E
ducation Q

uality System

の
略
で
、

一
般
財
団
法
人
全
日
本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育

研
究
機
構
が
開
発
し
た「
公
開
保
育
を
活
用
し

た
幼
児
教
育
の
質
向
上
シ
ス
テ
ム
」の
こ
と
で
す
。

外
部
か
ら
お
招
き
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

先
生
方
と
共
に
５
つ
の
S
T
E
P
を
踏
み
、
一

年
か
け
て
幼
稚
園
の
質
向
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

 
S
T
E
P
１

　

二
名
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
先
生
が
初
来

園
し
、
幼
稚
園
運
営
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
と
、

教
員
に
向
け
て
S
T
E
P
５
ま
で
の
大
ま
か

な
流
れ
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
丁
寧
な
説
明
と
周
り
を
和
ま

せ
る
お
人
柄
の
お
か
げ
で
、
出
席
し
た
全
教
員

が
意
欲
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 
S
T
E
P
２

　

教
員
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
先
生
方
と
で
、

本
園
の
現
状
や
教
員
の
現
在
の
思
い
を
項
目
ご

と
に
書
き
出
し
ま
し
た
。
経
験
年
数
の
垣
根
を

越
え
て
全
教
員
が
主
体
的
に
参
加
し
、
聖
ア
ン

ナ
幼
稚
園
の
良
さ
や
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 
S
T
E
P
３

　

公
開
保
育
の
見
学
者
に
は
、
ど
の
よ
う
な

視
点
で
見
て
い
た
だ
く
か
、
そ
れ
を
考
え
る

の
が“
問
い
づ
く
り
”で
し
た
。
本
園
が
大
事

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
全

員
で
再
認
識
し
な
が
ら
言
語
化
し
た
こ
と
で
、

そ
の
部
分
の
共
通
理
解
が
よ
り
一
層
深
ま
り

ま
し
た
。

 
S
T
E
P
４

　

公
開
保
育
当
日
の
参
加
者
は
県
内
の
幼
稚

園
教
諭
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
や
小
学
校
の

先
生
、
養
成
校
の
教
授
な
ど
で
し
た
。“
問

い
”を
意
識
し
な
が
ら
参
観
し
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
の
様
子
や
教
職
員
の
か
か
わ
り

方
な
ど
か
ら
た
く
さ
ん
の「
い
い
ね
！
」や

質
問
、
新
し
い
視
点
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
午
後
は
各
分
科
会
に
分
か
れ
、

本
園
の
教
員
と
参
加
者
が
協
議
し
た
内
容
を
、

最
後
に
全
体
会
で
発
表
し
ま
し
た
。

 
S
T
E
P
５

　

公
開
保
育
で
得
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も

と
に
整
理
し
た
本
園
の
良
さ
や
課
題
を
再

認
識
し
、
今
ま
で
の
振
り
返
り
を
し
た
上
で
、

E
C
E
Q
R後
も
主
体
的
に
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
く
た
め
の
具
体
的
な
方
法
を
知
る
こ
と
を

重
点
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

今
回
の“
E
C
E
Q
R”は
、「
真
摯
に
取
り
組

め
ば
取
り
組
む
ほ
ど
課
題
を
感
じ
る
が
、丁
寧
に

話
し
合
っ
て
解
決
し
、ま
た
次
の
課
題
に
向
か
っ

て
取
り
組
む
姿
勢
を
持
つ
」こ
と
の
大
切
さ
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
時
間
で
し
た
。
本
園

の
質
向
上
の
た
め
に
、全
教
職
員
が
同
じ
方
向
を

向
き
一
歩
一
歩
、
歩
み
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
努

力
し
た
い
と
共
通
認
識
で
き
た
一
年
で
し
た
。

八戸学院幼稚園

八戸学院第二しののめ幼稚園

年少さんのリトミックが始まりました！

もちつき会～もち米からおもちができるまで～

　八戸学院の３つの幼稚園では、八戸学院大学短期大学部と
連携してリトミックを行っています。これまでは年長児と年中
児が対象でしたが、今年度は初めて年少児のリトミック教室も
実施しました。講師は短大名誉教授の附田勢津子先生です。

　12月18日（水）、毎年
恒例の「もちつき会」が
行われました。
　もちつきをはじめる
前に、「どうしてもちつ
きをするの？」「おもち
は何からできている
の？」などの子どもたち

からの疑問に、ペープサートを用いてお話をしました。
　おもちの匂いや、もち米からおもちに変わる様子、のび～
るおもちを間近で見ることができた子どもたちは大興奮！
今年は、この時期の感染症対策として機械を使用しました

八戸学院聖アンナ幼稚園
異文化交流を体験　～クリスマスとお餅つき～

　フランスの国の交
流事業「French Civic 
Service Program」の
一環として、八戸市に
滞在しているケンザさ
んとアーサーさん、そ
して八戸学院大学の
学生の皆さんと交流
を行いました。初め

て会ったのは12月。はじめに地球儀でフランスを指さしながら
日本語で自己紹介をしてくれたケンザさんに「そんな遠くから来
たの？」「日本語も話せるなんてすご～い！」と驚く子どもたち。

が、「臼」と「杵」、そして、もち米の代わりに「ボール」
や「タオル」を使ったもちつき体験も行いました。
　できあがったおもちは、丸めて木の枝に付けると

「花餅」に変身。クラスごとに力を合わせて完成させ、
福を招く縁起物として玄関に飾りました。帰り際、
お迎えに来てくれたおうちの方に、初めて作った花
餅を指差しなが
ら「見て！今日こ
れ作ったよ！」と
嬉しそうにお話
する子どもたち
の姿が見られま
した。 八

戸
学
院
聖
ア
ン
ナ
幼
稚
園

　『
一
人
ひ
と
り
が
実
感
「
や
っ
て
よ
か
っ
た
！
E
C
E
Q
R」

　
　
　
　
～
幼
稚
園
の
質
向
上
へ
向
け
て
の
歩
み
～

初めての試みで子ども
の反応が気がかりでし
たが、ピアノの音程や
強弱に合わせて歩き方
を変えたり、リズムに
合わせて手を叩いたり
と、みんな“ノリノリ”で
体を動かしていました。
また、先生のお話をしっかり聞き、ストローを使って息を長く
吐く練習や、舌をスプーンで押さえて口の中に空間を作る練
習にも真剣に取り組みました。お遊戯会ではきれいな歌声を
響かせ、元気いっぱいに踊った年少さん。これからもたくさん
音楽を楽しもうね♫

その後、フランスのクリスマスについて、絵本の読み聞
かせやクイズの出題、歌を交えながら楽しくお話をして
くれました。次に会ったのは１月。幼稚園のお餅つき会
にご招待しました。「よいしょ！」の掛け声に合わせて子
どもたちと一緒に
お餅つきをした後、
つきたてのお餅を
食べました。今年
の冬の行事は、お
互いの文化を学び
合う貴重な体験に
なりました。

普段通りの活動をそのまま公開分科会に分かれて協議全体会で協議した内容を共有

良さや課題を出し合うワークを実施
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※参考資料
＊ 1　WHO　COVID-19 deaths / WHO COVID-19 dashboard：https://data.who.int/dashboards/covid19/deaths?n=c
＊ 2　WHO　The top 10 causes of death：https://www.who.int/news-room/fact-sheets/detail/the-top-10-causes-of-death
＊ 3　厚生労働省　令和 4 年簡易生命表の概況：https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/life/life22/index.html
＊ 4　国際連合広報センター　SDGs のポスター・ロゴ・アイコンおよびガイドライン：

https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/sdgs_logo/
＊ 5　国際開発センター　すべての人に健康と福祉を：https://idcj.jp/sdgs/img/IDCJ_SDGs_HANDBOOK_GOAL3.pdf
＊ 6　Japan Health Policy N0W　非感染性疾患（NCDs）：https://japanhpn.org/ja/ncds/
＊ 7　厚生労働省　健康寿命の令和 4 年値について：https://www.mhlw.go.jp/content/10904750/001363069.pdf
＊ 8　厚生労働省　健康日本 21（第三次）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kenkounippon21_00006.html
＊ 9　厚生労働省　新・健康生活のススメ

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/undou/index_00008.html

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
正
し
い
情
報
を
見
極

め
る
と
と
も
に
、
日
常
で
の
手
洗
い
、
換
気

や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
も

各
個
人
が
感
染
症
対
策
と
し
て
常
に
心
掛
け

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
〜
N
C
D
s

　

最
近
、健
康
に
関
す
る
領
域
に
お
い
て

「
N
C
D
s
」と
い
う
ワ
ー
ド
を
よ
く
目
に

し
ま
す
。
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

S
D
G
s
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）（
＊
４
）

の
３
番
目
の
項
目「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と

福
祉
を
」（
＊
５
）の
主
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
一
つ
が
N
C
D
s
で
す
。
N
C
D
s（
＊
６
）

と
は「N

on-Com
m

unicable D
iseases

」の

略
語
で
あ
り
、「
非
感

染
性
疾
患
」と
訳
さ
れ

ま
す
が
、
N
C
D
s
と

そ
の
ま
ま
用
い
る
こ

と
も
多
い
よ
う
で
す
。

W
H
O
の
定
義
で
は
、

N
C
D
s
は「
不
健
康
な
食
事
や
運
動
不
足
、

喫
煙
、
過
度
の
飲
酒
、
大
気
汚
染
な
ど
に
よ

り
引
き
起
こ
さ
れ
る
、
が
ん
・
糖
尿
病
・
循

環
器
疾
患
・
呼
吸
器
疾
患
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
を
は
じ
め
と
す
る
慢
性
疾
患
を
総
称
し
た

も
の
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
厚
生
労
働
省
が
令
和
4
年

の
健
康
寿
命
に
つ
い
て
公
表（
＊
７
）し
ま
し

た
が
、そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
男
性
が
72
・
57
歳
、

女
性
は
75
・
45
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。
健
康

寿
命
と
は「
健
康
上
の
問
題
が
な
く
、
日
常

生
活
が
制
限
さ
れ
な
い
状
態
で
過
ご
せ
る

期
間
」と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
高
齢
社
会

に
お
い
て
は
、
健
康
づ
く
り
の
指
標
と
し

て
前
述
の
平
均
寿
命
以
上
に
重
要
視
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
い
か
に
健
康
寿
命
を
延

ば
し
て
平
均
寿
命
に
近
付
け
る
こ
と
が
で

感
染
症
へ
の
対
応

　

年
末
年
始
に
か
け
て
猛
威
を
奮
っ
た
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
も
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
者
も
爆
発
な
感
染
拡
大
は
無
い
も
の
の

継
続
的
に
発
生
し
て
お
り
、
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
末
に

発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）に
よ
る
と
全
世

界
で
確
定
さ
れ
た
だ
け
で
も
７
０
０
万
人
以

上（
２
０
２
４
年
末（
＊
１
））が
死
亡
す
る
な

ど
甚
大
な
健
康
被
害
を
も
た
ら
し
、
世
界
の

主
要
死
因
に
お
い
て
同
感
染
症
が
令
和
3
年

に
は
第
2
位（
＊
２
）と
い
う
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
ま
し
た
。

　

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
一
貫
し
て
延
伸
し

続
け
て
き
た
平
均
寿
命
が
令
和
4
年
に
は
男

性
は
81・05
歳
、女
性
は
87・09
歳
と
な
り
、前

年
と
比
較
し
て
男
性
は
0
・
42
年
、
女
性
は

0
・
40
年
短
く（
＊
３
）な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
は
明
ら
か
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
は
、
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
が
導
入
さ

れ
て
、
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
や
高
齢
者
を
除

け
ば
重
篤
な
状
態
に
至
る
こ
と
は
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
も
含
め
て
感
染
症
が
発
生
し
た
場
合

は
感
染
防
止
の
た
め
の
行
動
制
限
が
必
要
と

な
り
、
学
校
行
事
の
縮
小
や
中
止
、
状
況
に

よ
っ
て
は
学
校
の
閉
鎖
な
ど
教
育
活
動
へ

の
ダ
メ
ー
ジ
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
実
際

に
、
本
法
人
に
お
い
て
も
令
和
２
年
に
は
臨

時
休
業
措
置
な
ど
で
様
々
な
制
約
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
感
染
症
の
感
染
拡
大

は
、い
つ
、ど
こ
で
、ど
の
よ
う
な
病
原
体
に

よ
り
発
生
す
る
の
か
予
測
が
困
難
で
す
の
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
得
た
教

訓
・
経
験
を
活
か
し
て
迅
速
に
対
応
す
る
こ

き
る
か
が
、
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
平
均
寿
命
と
併
せ
て

こ
の
健
康
寿
命
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
も
の
が「
成
人
病
〜
生
活
習
慣
病
〜

N
C
D
s
」で
す
。

　

第
二
次
大
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
に
お

い
て
は
、
重
要
な
健
康
課
題
と
し
て
成
人
病

対
策
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
日
本
人
の
死
因
の
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
結

核
に
対
し
て
、
結
核
予
防
法
を
柱
と
し
た
各

種
の
施
策
が
実
施
さ
れ
た
た
め
に
、
結
核
罹

患
率
は
順
調
に
低
下
し
、
死
亡
者
数
は
大
き

く
減
少
す
る
と
い
う
成
果
が
み
ら
れ
ま
し

た
。
一
方
で
、
国
民
の
生
活
が
変
化
し
て
豊

か
に
な
る
に
つ
れ
て
、脳
卒
中
、が
ん
、心
臓

病
の
い
わ
ゆ
る
３
大
疾
病
が
死
因
と
し
て
、

ま
た
、
死
に
至
ら
な
く
て
も
Q
O
L（
生
活

の
質
）の
著
し
い
低
下
を
招
く
要
因（
健
康
寿

命
の
阻
害
要
因
）と
し
て
増
加
し
て
き
ま
し

た
。
脳
卒
中
や
心
臓
病
の
背
景
に
は
高
血
圧

や
糖
尿
病
が
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
存

在
し
、が
ん
を
含
め
て「
40
歳
前
後
の
働
き
盛

り
の
年
代
か
ら
増
加
す
る
疾
患
群
」と
し
て
、

そ
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療（
二
次
予
防
）を

主
眼
に
提
唱
さ
れ
た
概
念
が「
成
人
病
」で
す
。

こ
の
成
人
病
に
含
ま
れ
る
疾
患
を
み
て
み
ま

す
と
、
日
常
の
生
活
習
慣
が
大
き
く
関
連
し

て
お
り
、
不
適
切
な
習
慣
の
改
善
に
よ
り
疾

患
発
症
の
防
止（
一
次
予
防
）が
可
能
で
あ
る

「健康課題」への取り組み
学校法人光星学院 理事長補佐・理事

八戸学院大学健康医療学部人間健康学科 教授
遠藤　守人

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、「
食
習
慣
、運
動
習
慣
、休
養
、喫
煙
、飲

酒
等
の
生
活
習
慣
が
、
そ
の
発
症
・
進
行
に

関
与
す
る
疾
患
群
」を
定
義
と
し
た「
生
活
習

慣
病
」の
名
称
が
平
成
８
年
頃
か
ら
導
入
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
避

け
る
こ
と
の
で
き
な
い
加
齢
と
い
う
現
象
に

着
目
し
た
成
人
病
に
代
わ
っ
て
、
予
防
医
学

の
観
点
か
ら
よ
り
積
極
的
に
対
応
す
べ
き
疾

患
群
と
し
て
の
概
念
が
示
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
最
近
で
は
代
表
的
な
生
活
習

慣
病
で
あ
る
が
ん
、
糖
尿
病
、
循
環
器
疾

患（
心
臓
病
・
脳
卒
中
・
高
血
圧
）に
加
え

て
、
タ
バ
コ
の
煙
や
大
気
汚
染
な
ど
の
有

害
物
質
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
呼

吸
器
疾
患
で
あ
る
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

（
C
O
P
D
）や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
含
め

て
N
C
D
s
と
し
て
、
健
康
増
進
を
重
点
化

し
た
疾
病
対
策
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。
厚
生
労
働
省
が
進
め
る
令
和
６
年
度

か
ら
の
12
年
間
の
国
民
健
康
づ
く
り
計
画

で
あ
る「
健
康
日
本
21（
第
三
次
）」（
＊
８
）

に
お
い
て
も
、
N
C
D
s
対
策
は
主
要
な

項
目
と
し
て
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
N
C
D
s
で
は
個
人
の
対
応
に
よ
る

生
活
習
慣
の
改
善
と
と
と
も
に
社
会
全
体

と
し
て
生
活
環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
、

個
人
の
努
力
と
社
会
・
組
織
の
支
援
体
制
、

こ
の
両
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
須
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
減
っ

た
り
、身
体
活
動
の
機
会
が
減
っ
た
り
し
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

感
染
対
策
の
た
め
の
生
活
に
よ
っ
て
、
最

近
で
は
N
C
D
s
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
た

こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
ら
た
め

て
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
生
活
習
慣
を
見

直
す
こ
と
、
そ
し
て
法
人
組
織
と
し
て
も

N
C
D
s
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
の
生

活
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と（
＊
９
）が
必

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

健
康
管
理
局
の
設
置

　

健
康
管
理
局
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
国
際

教
育
局
、
ス
ポ
ー
ツ
局
と
と
も
に
法
人
内
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
各
教
育
機
関
に
所
属

す
る
園
児
、
生
徒
、
学
生
、
お
よ
び
教
職
員

の
健
康
を
守
る
た
め
、
健
康
衛
生
環
境
を
維

持
管
理
し
、
健
康
教
育
・
健
康
相
談
な
ど
実

施
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。
特
に
感
染
症
の
発
生
・
拡
大
防
止
な
ど

連
携
し
た
対
応
が
必
要
な
場
合
、
あ
る
い
は

一
体
化
し
た
健
康
増
進
活
動
を
計
画
す
る

場
合
に
そ
の
中
核
的
な
部
署
と
し
て
の
役

割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

開
設
に
あ
た
り
、
初
代
局
長
に
任
命
さ
れ

て
前
述
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
関
わ
り
ま
し
た
。
幼
稚
園
か
ら
大

学
ま
で
対
象
と
な
る
年
齢
層
や
教
育
環
境

な
ど
そ
の
背
景
が
大
き
く
異
な
っ
た
状
況

の
な
か
で
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
で
あ
っ

た
り
、
各
施
設
間
の
人
的
交
流
で
あ
っ
た
り

と
、
全
体
と
し
て
統
一
さ
れ
た
対
応
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
強
く
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

将
来
的
に
健
康
管
理
局
の
重
要
性
は
一

層
増
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
令
和
６

年
度
か
ら
小
児
科
医
と
し
て
の
臨
床
経
験

も
豊
富
な
田
中 

完 

八
戸
学
院
大
学
健
康
医

療
学
部
看
護
学
科
特
任
教
授
に
局
長
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
今
後
起
こ
り
得
る
感
染

症
へ
の
対
応
、
そ
し
て
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
N
C
D
s
予
防
の
た
め
の
防
煙
・

禁
煙
対
策
や
啓
発
型
健
診
の
実
施
な
ど
新

た
な
健
康
維
持
・
増
進
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

健
康
管
理
局
は
法
人
内
の
健
康
管
理
対
策

の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

に
も
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
健
康
課
題
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ

ま
し
た
が
、
健
康
に
関
す
る
専
門
家
の
養

成
を
掲
げ
た
健
康
医
療
学
部
を
大
学
に
有

す
る
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
活
か
し
て
、
こ
れ

か
ら
健
康
管
理
局
の
活
動
が
充
実
し
て
い

く
と
と
も
に
、
八
戸
学
院
が「
健
康
リ
テ
ラ

シ
ー
の
拠
点
」と
し
て
ま
す
ま
す
進
化
し
て

い
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
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至 久慈

東運動公園

四本松交差点

国道45号線

新井
田川

八戸学院
美保野キャンパス

美保野キャンパス
クリスマスツリー

美保野キャンパス

　

八
戸
学
院
大
学
学
友
会
・
八
戸
学
院
大

学
短
期
大
学
部
学
生
会
で
は
、
毎
年
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
飾
り
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
昨
年
ま
で
短
期
大
学
部

幼
児
保
育
学
科
棟
に
飾
っ
て
い
た
巨
大
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
、
大
学
会
館
１
階
に

設
置
し
ま
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

も
行
わ
れ
、
ク
リ
ス
マ
ス
お
ゆ
う
ぎ
会
で

訪
れ
た
八
戸
学
院
３
幼
稚
園
の
園
児
や
保

護
者
に
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。

vol.73
【

発
行

日
】令

和
７

年
２

月
28日【

発
行

】学
校

法
人

光
星

学
院

　
〒

031-8544青
森

県
八

戸
市

美
保

野
13-98　

TEL.0178-30-1411（
代

表
）　

FAX.0178-30-1422


